
教育分野を中心に双方の資源を活用

宮
代
町
と
連
携
・
協
力
の
覚
書
締
結

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
協
議
会
に
参
画

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
基
調
講
演

　

締
結
式
は
白
岡
市
役
所
に

お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
竹
内

貞
雄
学
長
と
藤
井
栄
一
郎
市

長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

同
市
は
本
学
が
所
在
す
る

宮
代
町
と
隣
接
し
て
お
り
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
双
方
の

図
書
館
を
中
心
と
し
た
連
携

活
動
を
続
け
て
い
る
。
昨
年

度
は
イ
ベ
ン
ト
「
し
ら
お
か

秋
の
彩
り
フ
ェ
ス
タ
」
に
お

い
て
、
親
子
を
対
象
に
本
学

教
員
、
学
生
が
指
導
を
行
う

「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
体
験
講
座
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な

協
働
の
実
績
が
あ
る
。

　

協
定
締
結
に
際
し
藤
井
市

長
は
「
こ
の
協
定
は
、
こ
れ

ま
で
の
連
携
協
力
の
実
績
を

礎
と
し
、
主
に
教
育
分
野
に

お
い
て
双
方
が
持
つ
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
層
の
協
力
に
発
展
さ

せ
て
い
く
も
の
だ
。
貴
学
と

の
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、
地

域
に
お
け
る
学
校
教
育
や
生

涯
学
習
の
拡
充
を
進
め
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
竹
内
学
長

は
「
最
近
、
学
生
の
『
社
会

人
力
』
の
育
成
が
文
科
省
か

ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
学
生
を

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
送
り
出
し
、
そ

の
中
で
様
々
な
こ
と
に
自
ら

気
付
く
資
質
を
育
み
、
関

わ
っ
た
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る

と
い
う
成
功
体
験
の
機
会
を

多
く
与
え
る
こ
と
が
大
学
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
る
。
地

域
の
中
の
工
業
大
学
と
し
て

地
域
と
共
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
積
極
的
に
交
流
で

き
る
体
制
が
整
い
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

今
後
は
こ
の
協
定
を
基

に
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
学

術
研
究
、
人
材
育
成
と
い
っ

　

２
０
２
４
年
度
第
17
回
重

要
科
学
技
術
史
資
料
（
愛
称

＝
未
来
技
術
遺
産
）
に
工
業

技
術
博
物
館
が
所
蔵
す
る

「
日
本
初
の
実
用
形
彫
放
電

加
工
機
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｘ
ｔ
ｒ
ｏ

ｎ
Ｄ
３
」、「
現
存
最
古
級
の

マ
イ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
搭
載
形
彫
放

電
加
工
機
」
の
２
つ
の
資
料

が
登
録
さ
れ
た
。
登
録
証
授

与
式
が
９
月
10
日
、
国
立
科

学
博
物
館
に
お
い
て
催
さ

れ
、
工
業
技
術
博
物
館
学
芸

員
の
上
原
嘉
宏
助
手
が
出
席

し
た
。

　

重
要
科
学
技
術
史
資
料
は

２
０
０
８
年
度
か
ら
「
科
学

技
術
の
発
達
上
重
要
な
成
果

を
示
し
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
上
で
重
要
な
意
義
を

持
つ
も
の
」
や
「
国
民
生

活
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の

在
り
方
に
顕
著
な
影
響
を
与

え
た
も
の
」
に
該
当
す
る
資

料
が
選
定
さ
れ
、
重
要
科
学

技
術
史
資
料
登
録
台
帳
に
登

録
さ
れ
る
。

　

本
学
の
資
料
の
他
に
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
普
及
に
貢
献
し
実

用
的
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を

れ
た
。

　

式
典
に
は
今

回
資
料
が
登
録

さ
れ
た
企
業
等

の
代
表
者
、
国

立
科
学
博
物
館

関
係
者
、
報
道

関
係
者
な
ど
約

50
名
が
参
加
。

国
立
科
学
博
物

館
の
篠
田
謙
一

館
長
の
挨
拶
、

重
要
科
学
技
術
史
資
料
登
録

委
員
会
の
田
辺
義
一
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
登
録
書
授
与

と
記
念
写
真
撮
影
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

式
典
会
場
と
な
っ
た
日
本

館
の
１
階
に
は
今
回
登
録
さ

れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
た
め

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
た
。
各
資
料
の
説
明
パ
ネ

ル
が
展
示
さ
れ
、
一
般
来
館

者
も
足
を
止
め
て
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
た
。

実
現
し
た
ソ
ニ
ー
「
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
」、
ロ
ー

ラ
ン
ド
電
子
楽
器
「
Ｊ
Ｕ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
‐
６
・
Ｊ
Ｘ
‐
３

Ｐ
」
な
ど
18
資
料
が
登
録
さ

　

８
月
７
日
、
宮
代
町
が
主

催
す
る
「
宮
代
町
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
協
議
会
」
の
キ
ッ

ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
が
同
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
進
修
館
」
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

宮
代
町
の
地
域
特
性
に
あ
っ

た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
を
、

参
画
事
業
者
（
産
）、
日
本

工
業
大
学
（
学
）、
宮
代
町

（
官
）
の
連
携
・
協
働
に
よ

り
実
現
す
る
為
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
日
の
キ
ッ

ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
町

内
事
業
者
、
町
議
会
議
員
・

職
員
・
本
学
関
係
者
（
学
生

含
む
）
及
び
近
隣
の
脱
炭
素

推
進
関
係
者
合
計
約
60
名
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
新
井
康
之
町
長
に

よ
り
本
協
議
会
へ
の
期
待
が

述
べ
ら
れ
た
後
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
の
歌
川
学
氏
に

続
い
て
本
学
の
雨
宮
隆
Ｎ
Ｉ

Ｔ
‐
Ｅ
Ｍ
Ｓ
本
部
長
及
び
建

築
学
科
の
深
和
佑
太
助
教
に

よ
る
３
件
の
基
調
講
演
が
行

わ
れ
、
同
町
の
脱
炭
素
の
現

状
や
取
り
組
む

べ
き
対
応
策
、

建
築
に
お
け
る

脱
炭
素
技
術
な

ど
に
つ
い
て
の

共
通
理
解
を
深

め
た
。
今
後
、

本
協
議
会
で

は
、
町
が
策
定

し
て
い
る
地
球

温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
「
区

域
施
策
編
」
の

完
成
に
向
け
て
議
論
を
深
め

て
い
く
。

　

ま
た
本
学
は
、
２
０
０
８

年
同
町
と
積
極
的
な
地
域
貢

献
・
産
官
学
民
の
連
携
に
関

す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
、

地
域
連
携
を
強
化
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
改
め
て
脱
炭
素
に
特

化
し
た
「
宮
代
町
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た

め
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る

覚
書
」
を
同
町
と
の
間
で
締

結
し
た
。

　

９
月
９
日
に
町
役
場
内
で

行
わ
れ
た
調
定
式
で
は
、
新

井
町
長
と
本
学
の
竹
内
貞
雄

学
長
が
覚
書
に
署
名
し
た
。

竹
内
学
長
は
、「
本
学
と
し

て
は
環
境
活
動
に
関
す
る

様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

し
、
新
し
い
脱
炭
素
の
展
開

に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
今
回
の
覚
書
締
結
を
起

点
と
し
て
、
同
町
全
体
の
脱

炭
素
を
推
進
す
る
よ
う
連
携

を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

覚書を交わした竹内学長（右）と新井町長

雨宮教授による講演

登録証を授与された上原助手（右）

協定書を交わした竹内学長（左）と藤井市長

登録された本学資料のパネル

登録

工
業
技
術
博
物
館
所
蔵
の
工
作
機
械
２
台

重
要
科
学
技
術
史
資
料

入試種別 出願期間 試験日と
試験会場

合格
発表日

総合型選抜
（体験講義型）

第2期

12/2㈪〜12/11㈬
web受付開始
11/22㈮

12/14㈯
本学 12/20㈮

総合型選抜
（基礎学力型）

11/1㈮〜11/11㈪
web受付開始
10/25㈮

11/16㈯
本学 12/2㈪

総合型選抜
（活動アピール型）

第2期

1/7㈫〜1/20㈪
web受付開始
12/16㈪

1/30㈭
本学 2/5㈬

外国人留学生入試
第2期

1/7㈫〜1/20㈪
web受付開始
12/16㈪

1/30㈭
本学 2/5㈬

入試種別 出願期間 試験日と
試験会場

合格
発表日

学校推薦型選抜
（指定校）

11/1㈮〜11/11㈪
web受付開始
10/25㈮

11/17㈰
本学 12/2㈪

学校推薦型選抜
（公募制）
第1期

11/1㈮〜11/11㈪
web受付開始
10/25㈮

11/16㈯
本学 12/2㈪

学校推薦型選抜
（公募制）
第2期

12/2㈪〜12/11㈬
web受付開始
11/22㈮

12/14㈯
本学 12/20㈮

外国人留学生入試
第3期

2/10㈪〜2/27㈭
web受付開始
2/3㈪

3/8㈯
本学 3/14㈮

日本工業大学大学院
一般入学試験・社会人特別選抜

◆�大学院工学研究科�
（博士前期課程・博士後期課程）

■2025年度　入試日程

日程

出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集
2025年2月3日
〜2月7日

2月13日 2月28日 3月6日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL 0480-33-7507  E-mail：kyomu@nit.ac.jp

まだまだ間に合う年内合格！2025年度入試日程
［基幹工学部］機械工学科・電気情報工学科・環境生命化学科　　［建築学部］建築学科（建築コース／生活環境デザインコース）
［先進工学部］ロボティクス学科・情報メディア工学科・データサイエンス学科

※　�全ての入試において、インターネット
からの出願です。

　　�本学HPからアクセスしてください。

※　�各入試の詳細は、それぞれの「募集
要項」を確認してください。

【年明け入試のお知らせ】
一般選抜A・共通テスト利用A
WEB受付　12/16（月）よりスタート！

詳細は、受験生サイトよりご確認ください。

https://juken.nit.ac.jp/

お問い合せ先
入試課　電話：0120-250-267

た
分
野
を
中
心
に
、
お
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
幅
広
い
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

白岡市と連携協定締結埼
玉
県

　

本
学
と
白
岡
市
（
埼
玉
県
）
は
10
月
４
日
、
今
後
よ
り
一

層
の
連
携
協
力
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
教
育
、
文
化
等
の

充
実
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。

通 信
https://www.nit.ac.jp
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
編
集

大
野
知
事
に
作
品
完
成
を
報
告

第
一
線
の
実
務
家
が
講
師

「
創
業
の
基
礎
」

　

９
月
２
日
、
川
口
信
用
金

庫
（
埼
玉
県
川
口
市
）
に
よ

る
寄
附
講
座
「
創
業
の
基

礎
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

同
金
庫
の
飯
田
理
事
長
よ
り

竹
内
学
長
へ
目
録
が
贈
呈
さ

れ
た
。
本
講
座
は
毎
年
開
講

さ
れ
て
お
り
今
年
で
13
年

目
、
全
14
回
の
授
業
で
構
成

さ
れ
る
。

　

本
講
座
で
は
同
金
庫
職
員

や
第
一
線
で
活
躍
す
る
実
業

家
が
講
師
を
務
め
、
公
的
金

融
機
関
に
よ
る
創
業
施
策
、

起
業
家
自
身
の
創
業

体
験
や
創
業
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
紹
介
。金

融
機
関
な
ら
で
は
の

視
点
を
盛
り
込
む
こ

と
で
、将
来
の
創
業
・

新
事
業
企
画
等
に
役

立
つ
実
践
的
な
知
識

の
修
得
を
目
指
す
。

　

近
年
の
学
生
優
位
の
「
売

り
手
市
場
」
の
傾
向
は
、
２

０
２
５
年
卒
採
用
に
お
い
て

も
継
続
し
て
い
る
。
企
業
側

か
ら
す
れ
ば
、
10
月
の
内
定

式
ま
で
に
は
採
用
予
定
人
数

を
満
た
し
て
当
年
度
の
採
用

活
動
を
終
了
さ
せ
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
年
度
末
ま
で
積
極

的
な
募
集
を
継
続
さ
せ
る
企

業
も
非
常
に
多
い
と
い
う
の

が
実
情
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ

十
二
分
な
機
会
が
残
さ
れ
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
未
内

定
の
４
年
生
で
あ
っ
て
も
、

諦
め
て
し
ま
う
必
要
は
全
く

な
い
。

　

本
学
の
２
０
２
５
年
卒
の

内
定
状
況
は
、
６
・
７
月
末

時
点
ま
で
は
前
年
よ
り
数
ポ

イ
ン
ト
ほ
ど
内
定
率
が
低
い

状
況
で
あ
っ
た
が
、
８
月
末

以
降
は
前
年
を
上
回
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
年
度
末
の

最
終
的
な
内
定
率
も
昨
年
同

様
、
90
％
台
の
後
半
に
な
る

も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

売
り
手
市
場
を
反
映
し
た

就
職
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
早
期

化
傾
向
も
さ
ら
に
強
ま
っ
て

い
る
。
３
学
年
の
夏
季
休
業

中
、
あ
る
い
は
秋
季
に
各
企

業
が
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
参
加
し
た
学
生
が
、

早
期
選
考
に
進
ん
で
年
内
に

企
業
か
ら
の
内
々
定
を
得
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
早
期
化
の
流

れ
に
乗
ろ
う
と
思
え
ば
、
３

学
年
の
春
学
期
の
う
ち
に
自

己
分
析
や
企
業
研
究
を
済
ま

せ
、
早
期
選
考
で
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
や
適
性

試
験
、
さ
ら
に
は
面
接
対
応

の
準
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
で
は

３
年
生
に
進
級
し
た
直
後
か

ら
就
職
活
動
が
始
ま
る
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
本
学
就
職
支
援
課
で
は

３
学
年
の
４
月
か
ら
毎
週
木

曜
日
に
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
し
、
さ
ら
に
秋
学

期
に
行
っ
て
い
た
３
年
生
と

の
全
員
面
談
を
今
年
度
は
春

学
期
に
実
施
し
た
。
３
学
年

春
の
時
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ

卒
業
・
就
職
に
は
意
識
が
向

か
な
い
学
生
も
少
な
く
な
い

が
、
早
期
に
各
学
生
の
状

況
・
意
向
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
就
職
活
動
の
目

的
は
「
早
く
内
定
を
得
る
こ

と
」
で
は
な
く
「
自
分
が
納

得
で
き
る
進
路
を
得
る
こ

と
」
に
あ
る
。
と
は
い
え
、

「
自
分
は
本
当
に
何
を
や
り

た
い
の
か
」
を
見
極
め
「
自

分
の
強
み
」
を
志
望
先
に
伝

え
て
了
解
し
て
も
ら
う
に

は
、
十
分
な
準
備
の
た
め
の

時
間
が
必
要
だ
。

　

今
後
も
継
続
し

そ
う
な
売
り
手
市

場
を
甘
く
見
る
こ

と
な
く
、
早
い
時

期
か
ら
動
き
出
す

こ
と
が
、
納
得
の

行
く
進
路
を
得
る

た
め
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　

埼
玉
県
は
年
初
よ
り
、
県

へ
の
愛
着
と
魅
力
訴
求
を
目

的
と
し
た
参
加
型
企
画
を
実

施
。
本
年
１
月
か
ら
１
カ
月

間
、
映
画
「
翔
ん
で
埼
玉
～

琵
琶
湖
よ
り
愛
を
こ
め
て
」

の
主
題
歌

「
ニ
ュ
ー
咲

き
ほ
こ
れ
埼

玉
」
に
合
わ

せ
て
踊
る
動

画
を
県
内
外

か
ら
募
集

し
、
１
本
の

動
画
に
ま
と

め
て
県
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
公
開
し

て
い
る
。

　

こ
の
編
集
作
業
に
つ
い

て
、
県
か
ら
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
の
杉
森
順
子
教
授
に

依
頼
が
あ
り
、
杉
森
研
究
室

の
学
生
３
名
が
作
業
に
携

わ
っ
た
。
投
稿
動
画
を
１
本

ず
つ
精
査
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な

シ
ー
ン
を
丹
念
に
探
し
出
し

な
が
ら
、
延
べ
５
０
０
時
間

か
け
て
１
本
の
動
画
に
仕
上

げ
た
。

　

７
月
30
日
、
杉
森
教
授
と

学
生
が
埼
玉
県
庁
の
大
野
元

裕
知
事
を
訪
れ
、
作
品
の
完

成
を
報
告
し
た
。
大
野
知
事

は
「
多
く
の
動
画
が
違
和
感

な
く
繋
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
、
１

つ
の
作
品
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
多
く

の
時
間
と
労
力
を
費
や
し

て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
作
品
を
制
作
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
同

学
科
４
年
の
風
見
成
春
さ
ん

は
「
苦
労
し
た
分
、
知
事
か

ら
賞
賛
を
い
た
だ
い
て
大
変

う
れ
し
い
。
あ
ら
た
め
て
埼

玉
の
良
さ
に
気
づ
き
、
埼
玉

愛
が
深
ま
っ
た
」
と
応
え

た
。
杉
森
教
授
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
の
動
画
制
作
は

教
育
的
に
も
極
め
て
価
値
が

あ
る
。
投
稿
者
の
想
い
を
く

み
取
っ
て
、
よ
い
作
品
に
仕

上
げ
よ
う
と
努
力
す
る
学
生

た
ち
の
姿
に
成
長
を
実
感
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

埼
玉
県
の
県
民
参
加
型
企
画
に
協
力

川
口
信
金
寄
附
講
座

大野知事（中央）に作品を手渡す杉森研究室メンバー

飯田理事長（右）から竹内学長へ目録を授与

動画の視聴はこちら

就
職

支
援

売
り
手
市
場
を
甘
く
見
ず
、早
期
の
活
動
開
始
を

保護者のための就職ガイダンス（本年5月実施）

第38回建築設計競技

全国から31校89作品
「肝っ玉母さんのような家、あるいは頑固親父のような家」
【審査委員長の講評】
　今回の課題はやや難しかったか
もしれません。それは課題を一度
咀嚼する過程が必要だったからで
す。しかし高校生の皆さんはそれ
を軽く乗り越え、素敵な提案を示
してくれました。課題を作ったもの
としては案を見るまでは少々不安
でもありましたが杞憂でした。こん
なコンペに参加させてくれたことに
感謝します。そして皆さんが素敵
な建築家になることを夢見ており
ます。

坂牛卓
（建築家/東京理科大学 教授）

NITプロダクトデザインコンテスト2024

個性あふれる187作品が応募

審査結果 氏名 学校名

1等 〇大川　実月
　松山　心優 広島市立広島工業高等学校

2等 　小野　蓮央 大分県立大分工業高等学校
3等 　井筒　拓実 神戸市立科学技術高等学校

審査員賞
（坂牛卓） 　松岡　祐人 三重県立四日市工業高等学校

審査員賞
（西本真一） 　小野木　晴菜 愛知県立一宮工科高等学校

審査員賞
（竹内宏俊） 　五十嵐　桂大 仙台市立仙台工業高等学校

佳作 　田村　逸記 神戸市立科学技術高等学校
佳作 　下村　水愛佳 富山県立富山工業高等学校
佳作 　池田　梨華子 富山県立富山工業高等学校
佳作 　杉山　七瑚 愛知県立豊橋工科高等学校
佳作 　渡邉　葵 福島県立福島工業高等学校
佳作 　田﨑　修也 茨城県立つくば工科高等学校
佳作 　原田　怜奈 秋田県立由利工業高等学校

奨励賞
〇中岡　依央莉
　西野　優大
　古家　康佑

堺市立堺高等学校

審査結果 氏名 学校名
奨励賞 　奈良　龍乃輔 青森県立弘前工業高等学校
奨励賞 　竹本　琉貴 岡山県立津山工業高等学校
奨励賞 　髙木　宥叶 岡山県立津山工業高等学校
奨励賞 　坂田　旭歩 岡山県立津山工業高等学校
奨励賞 　内田　陽菜 岡山県立津山工業高等学校
奨励賞 　宮﨑　可恋 兵庫県立龍野北高等学校
奨励賞 　菊池　薫 福島県立福島工業高等学校
奨励賞 　伊東　一真 福島県立福島工業高等学校
奨励賞 　久保田　悠友 北海道旭川工業高等学校
奨励賞 　東海林　剛 福島県立勿来工業高等学校

奨励賞 〇松尾　拓哉
　ハーシュマン　海翔 国立明石工業高等専門学校

奨励賞 〇山本　悠河
　竹田　昊史 国立明石工業高等専門学校

奨励賞 　土田　眞菜 愛知県立愛知総合工科高等学校
奨励賞 　早川　柚輝 愛知県立愛知総合工科高等学校
奨励賞 　林　撞実 愛知県立愛知総合工科高等学校

奨励学校賞　※応募多数校 福島県立福島工業高等学校

入賞者� ○印は共同作品の代表者

1等作品

審査結果
各賞 氏名 高校名

3Dプリンタ造形部門
優秀賞 安藤 心音 岐阜県立岐南工業高等学校
特別賞 井原 光貴 愛媛県立新居浜工業高等学校
特別賞 川添 貴史 岐阜県立岐南工業高等学校
佳作 菅原 大騎 宮城県登米総合産業高等学校
3Dモデリング部門
優秀賞 卜蔵 知之 島根県立松江工業高等学校
優秀賞 乾 有羽 東京工業大学附属科学技術高等学校
佳作 佐々木 輝星 島根県立松江工業高等学校
佳作 澤松 希海 愛知県立半田工科高等学校

佳作 岡部 洸佑
横山 大地 長野県岡谷工業高等学校

オリジナルアイデア部門

優秀賞 平子 輝和
後藤 アミル 愛知県立半田工科高等学校

特別賞 臼井 翔哉
上村 龍生 岐阜県立岐南工業高等学校

特別賞 宮澤 佑岳 長野県岡谷工業高等学校
佳作 毛下 詩音 愛知県立半田工科高等学校

佳作 後藤 綾乃
福岡 暖心 岐阜県立岐阜総合学園高等学校

佳作 齋藤 心優 栃木県立足利工業高等学校
佳作 三邊 雅絢 富山県立小杉高等学校

各賞 氏名 高校名

佳作

小池 絵万
安藤 咲栄
倉本 愛子
藤木 美空
好田 ゆい

新潟市立高志中等教育学校

佳作 清水 詩音 富山県立小杉高等学校
自由部門

優秀賞 小瀬 脩矢
八代 佳祐 岐阜県立岐南工業高等学校

優秀賞 戸叶 佑奈 栃木県立足利工業高等学校
特別賞 泉田 優介 宮城県登米総合産業高等学校

特別賞 笠原 禅汰
今井 翼 長野県岡谷工業高等学校

特別賞 小谷 龍之介 松翠学園 岐阜第一高等学校
佳作 大城 正浩 群馬県立伊勢崎工業高等学校
佳作 松永 幹史 松翠学園 岐阜第一高等学校

各賞 高校名

学校奨励賞

茨城県立つくば工科高等学校
青森県立弘前工業高等学校
島根県立松江工業高等学校
富山県立小杉高等学校
栃木県立足利工業高等学校

　機械工学科が主催する高校生対象のプロダクト
デザインのコンテスト。4つの部門で作品を募って
いる。
　各部門には毎年異なるテーマが設定されており、
今年はオリジナルアイデア部門が「気分を上げる
プロダクト」、3Dモデリング部門が「動く機構を
もったプロダクト」、3Dプリンタ造形部門が「お
もしろい形のオブジェ」となっている。このほか、
自由な発想でプロダクトを提案する自由部門があ
る。
　今年はオリジナルアイデア部門89作品、自由部
門58作品、3Dモデリング部門21作品、3Dプリン
タ造形部門19作品の応募があった。各賞とも最優
秀賞は該当なしであった。

自
由
部
門
優
秀
賞

「
ね
こ
湯
呑
と
み
か
ん
急
須
」

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
造
形
部
門
優
秀
賞

「
ど
こ
か
ら
で
も
刺
せ
る
ペ
ン
立
て
」



イベント名称 主な内容 実施日 参加数
スチューデントラボ
中学生科学教室

どきどきボックスを作ろう～はんだを
使った面白電子工作～ 7/27（土） 20名

宮代町児童クラブ
理科実験教室 超低温の実験（液体窒素） 8/2（金）、8/7（水）、

8/19（月） 120名

スチューデントラボ
親子ものづくり教室

二足歩行ロボット、発電ボートの製作な
ど5テーマ 8/3（土） 75組

150名
加須市少年少女発明クラブ
ロボット工作教室 ロボットキット工作、プログラム演習 8/7（水） 15名

応用物理学会 オンライ
ンリフレッシュ理科教室 「着せ替え万華鏡」の工作と、光の実験 8/10（土） 6名

幸手市中央公民館 夏
休みこども科学教室

「3色LEDランプ」の工作と、液体窒素
の実験 8/17（土） 10名

関東地区リフレッシュ
理科教室（茨城会場）「光の噴水」の工作 8/20（火） 30名

関東地区リフレッシュ
理科教室（埼玉会場）

「ゼンマイカー」の工作と、超低温vs超
高温の実験ショー 8/24（土） 40名

越谷市児童館コスモス
体験イベント インタラクティブアート・ゲームの体験 8/3（土）、4（日） 229名

令和6年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第250号（3）
　

日
本
経
済
の
停
滞
は
、
失

わ
れ
た
10
年
か
ら
更
に
20
年

と
続
き
、
失
わ
れ
た
30
年
と

い
わ
れ
て
い
る
。
実
業
に
携

わ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
世

界
に
触
れ
て
い
る
と
、
こ
の

表
現
に
は
若
干
の
違
和
感
を

持
つ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景

気
後
退
、
コ
ロ
ナ
渦
の
経
済

低
迷
を
受
け
、
企
業
や
個
人

の
多
く
が
困
難
に
遭
っ
た
こ

と
、
想
定
よ
り
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
く
、
長
期
化
し
た

の
は
事
実
。
一
方
、
欧
米
の

よ
う
に
、
会
社
経
営
が
行
き

詰
ま
り
、
会
社
生
き
残
り
の

為
、
解
雇
が
頻
発
す
る
光
景

は
、
日
本
で
は
、
少
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
。
失
わ
れ

た
の
で
は
な
く
「
調
整
に
要

し
た
30
年
」
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
景
気
は
、
上
が

れ
ば
下
が
り
、
下
が
れ
ば
上

が
る
循
環
の
波
を
持
つ
。
投

資
が
大
き
す
ぎ
れ
ば
調
整
の

谷
が
大
き
く
な
り
、
調
整
期

間
も
長
く
な
る
。
景
気
調
整

は
、
建
築
物
の
建
替
え
の
循

環
で
あ
る
20
年
周
期
の
「
ク

ズ
ネ
ッ
ツ
の
波
」
や
設
備
投

資
の
10
年
周
期
の
波
で
あ

る
「
ジ
ュ
グ
ラ
ー
の
波
」
で

も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
バ
ブ

ル
＋
コ
ロ
ナ
は
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
か
っ
た
が
、
今
調

整
が
終
わ
り
、
株
価
の
上

昇
、
オ
フ
ィ
ス
の
新
規
開

発
、
積
極
的
設
備
投
資
等
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て

い
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
、
株

主
・
利
益
重
視
に
舵
を
切
っ

た
大
企
業
も
増
え
た
。
具
体

名
に
は
触
れ
な
い
が
、
自
社

や
株
主
優
先
、
下
請
圧
迫
を

し
た
企
業
の
今
の
状
況
は
、

如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
苦
し
い
環
境
下
で

も
、
取
引
先
、
顧
客
、
従
業

員
を
大
切
に
し
た
会
社
も
多

い
。
こ
う
し
た
多
く
の
日
本

企
業
は
、
欧
米
企
業
と
は
異

な
り
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
大
切
に
し
、
今
、
景
気
回

復
機
会
を
捕
ら
え
、
波
に
乗

る
チ
ャ
ン
ス
を
得
て
い
る
。

　

し
か
し
、
単
に
景
気
の
波

に
乗
る
だ
け
で
は
不
充
分
。

日
本
に
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
起
こ
し
、
産
業
構
造
を

抜
本
的
に
改
革
し
、
新
た
な

成
長
を
牽
引
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

日
本
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
波
で
あ
る
50
年
周
期
の

「
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
波
」

を
引
起
こ
し
、
構
造
改
革
に

よ
る
成
長
を
実
現
す
れ
ば
、

日
本
経
済
復
活
の
力
強
い
成

長
の
道
筋
が
見
え
て
く
る
。

当
専
門
職
大
学
院
に
い
て
、

社
会
人
院
生
、
実
務
家
教

員
、
修
了
生
に
接
し
て
い
る

と
技
術
・
経
営
革
新
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
は
、
確
実

に
育
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
。
30
年
は
、
失
わ

れ
た
の
で
は
な
く
、
新
し
い

成
長
へ
の
準
備
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

失
わ
れ
た
30
年
だ
っ
た
か
？

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

小
井
川 

明
良

財
務
状
況
報
告

第
57
期
決
算
・
第
58
期
予
算

一
・
は
じ
め
に

　

第
57
期
決
算
、
第
58
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

　

２
０
２
３
年
度
に
本
学
が

行
っ
た
主
な
事
業
等
は
次
の

通
り
。

○
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
耐
震

補
強
計
画
に
基
づ
き
、
Ｗ
５

棟
・
Ｗ
６
棟
・
Ｅ
９
棟
の
工

事
を
実
施
し
た
。

○
学
生
か
ら
強
く
要
望
の

あ
っ
た
陸
上
競
技
場
前
の
道

路
の
舗
装
工
事
を
実
施
し
、

移
動
・
運
搬
に
お
け
る
利
便

性
や
安
全
性
を
確
保
し
た
。

二
・
２
０
２
３
年
度
決
算
に

つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
す
る
。「
資
金
収

支
計
算
書
」（
別
表
１
）
は
、

当
該
年
度
の
教
育
研
究
等
の

諸
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の

収
入
と
支
出
の
内
容
及
び
支

払
資
金
（
現
預
金
）
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」（
別
表
２
）
は
、
大

学
の
経
営
状
態
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
、
企
業
会
計
に

お
け
る
損
益
計
算
書
に
相
当

す
る
（
詳
細
後
述
）。「
貸
借

対
照
表
」（
別
表
３
）
は
、

年
度
末
に
お
け
る
財
務
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）
詳
細

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
教
育
活
動
収
支
、
教
育

活
動
外
収
支
、
特
別
収
支
の

３
つ
の
活
動
に
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
毎
に
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
経
営
状
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

●
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
１
億
６
３
０
０

万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ

た
。
そ
の
要
因
は
、
学
生
数

の
減
少
に
よ
る
収
入
の
減
少

で
あ
る
。
収
支
の
主
な
内
訳

は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
56

億
６
９
０
０
万
円
、
手
数
料

は
８
２
０
０
万
円
、
経
常
費

等
補
助
金
等
は
６
億
８
６
０

０
万
円
。
人
件
費
は
31
億
８

７
０
０
万
円
、
教
育
研
究
経

費
は
31
億
３
０
０
万
円
、
管

理
経
費
は
７
億
５
９
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

●
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
１
億
２

３
０
０
万
円
支
出
超
過
と

な
っ
た
。

●
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

資
産
処
分
差
額
の
減
少
に
伴

い
、
２
８
０
０
万
円
の
収
入

超
過
と
な
っ
た
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
別
表
２
①
②
③
の
収
入
計
）

は
70
億
８
２
０
０
万
円
、
事

業
活
動
支
出
（
別
表
２
④
⑤

⑥
の
支
出
計
）
は
73
億
４
１

０
０
万
円
。
差
額
で
あ
る
基

本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
は
、
２
億
５
９
０
０
万
円

の
支
出
超
過
と
な
っ
た
。
こ

こ
か
ら
学
校
法
人
の
諸
活
動

を
永
続
的
に
維
持
す
る
た
め

の
基
本
金
組
入
額
４
億
４
４

０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
当

年
度
収
支
差
額
は
７
億
３
０

０
万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ

た
。（
別
表
５
財
務
関
係
比

率
を
参
照
）

三
・
２
０
２
４
年
度
予
算
に

つ
い
て
「
資
金
収
支
予
算

書
」（
別
表
４
）

　

２
０
２
４
年
度
予
算
は
、

収
入
の
部
で
は
、
学
生
生
徒

等
納
付
金
に
つ
い
て
学
生
数

を
厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と

し
た
。
補
助
金
や
外
部
資
金

は
引
き
続
き
積
極
的
に
申

請
・
獲
得
を
目
指
し
て
い

く
。
支
出
の
部
で
は
、
年
々

増
加
す
る
猛
暑
日
で
も
、
快

適
に
体
育
館
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
体
育
館
の
空
調
設
備

設
置
工
事
を
進
め
、
農
業
分

野
を
工
学
的
視
点
で
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
の
事
業
を
考
慮

し
た
予
算
と
し
た
。

四
・
む
す
び

　

近
年
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
、
Ａ

Ｉ
の
発
展
な
ど
、
学
生
生
活

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
。
２
０
２
７
年
に
迎
え

る
学
園
創
立
１
２
０
周
年
・

大
学
設
立
60
周
年
に
向
け

て
、
学
生
が
よ
り
充
実
し
た

環
境
で
学
修
で
き
る
よ
う
な

施
設
設
備
の
整
備
計
画
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期

計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
明
確
に
打
ち
出
し
、
実
現

に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所

存
。
そ
の
過
程
で
、
今
後
も

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
い

た
だ
き
た
い
。�

（
財
務
部
）

夏休みの子供向け体験教室
　本学では毎年の夏休み期間中、近隣の児童・生徒と保護者を対象
として、ものづくりや実験が体験できる各種イベントを開催してい
る。今夏もものづくりや科学の魅力を体験できる多彩なプログラム
を用意し、教員や学生が指導にあたった。各イベントとも定員を上
回る盛況ぶりであった。

宮代町児童クラブ理科実験教室 加須市少年少女発明クラブロボット工作教室

（別表1）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,589,044 5,668,508 △ 79,464
手 数 料 収 入 88,800 82,075 6,725
寄 付 金 収 入 64,300 76,602 △ 12,302
補 助 金 収 入 681,000 685,996 △ 4,996
付随事業・収益事業収入 87,105 151,948 △ 64,843
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 92,030 123,280 △ 31,250
資 産 売 却 収 入 0 158 △ 158
雑 収 入 186,654 273,035 △ 86,381
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,821,284 1,939,930 △ 118,646
そ の 他 の 収 入 741,751 516,360 225,391
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,185,647 △ 2,350,004 164,357
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,251,773 5,251,773 0
収 入 の 部 合 計 12,418,094 12,419,663 △ 1,568

支出の部
人 件 費 支 出 3,230,318 3,185,192 45,126
教 育 研 究 費 支 出 1,993,659 2,015,590 △ 21,931
管 理 経 費 支 出 668,069 646,211 21,858
借 入 金 等 利 息 支 出 23,924 23,923 1
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 407,460 161,126 246,334
設 備 関 係 支 出 228,510 147,627 80,883
資 産 運 用 支 出 285,000 446,770 △ 161,770
そ の 他 の 支 出 465,938 562,703 △ 96,765
予 備 費 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 57,865 △ 219,640 161,775
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,765,881 5,142,961 △ 377,080
支 出 の 部 合 計 12,418,094 12,419,663 △ 1,568

（別表2）事業活動収支計算書� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 5,589,044 5,668,508 △ 79,464
手数料 88,800 82,075 6,725
寄付金 49,300 61,532 △ 12,232
経常費等補助金 681,000 685,996 △ 4,996
付随事業収入 87,105 151,948 △ 64,843
雑収入 186,654 236,540 △ 49,886
教育活動収入計� ① 6,681,903 6,886,599 △ 204,696

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 3,221,586 3,187,360 34,226
教育研究経費 3,031,975 3,103,011 △ 71,036
管理経費 784,224 759,350 24,874
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計� ④ 7,037,785 7,049,721 △ 11,936
　教育活動収支差額 △ 355,882 △ 163,123 △ 192,759

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 92,030 118,592 △ 26,562
その他の教育活動外収入 0 36,606 △ 36,606
教育活動外収入計� ② 92,030 155,198 △ 63,168

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 23,924 23,923 1
その他の教育活動外支出 249,620 254,539 △ 4,919
教育活動外支出計� ⑤ 273,544 278,462 △ 4,918
　教育活動外収支差額 △ 181,514 △ 123,264 △ 58,250
　　経常収支差額 △ 537,396 △ 286,387 △ 251,009

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 0 158 △ 158
その他の特別収入 35,000 40,087 △ 5,087
特別収入計� ③ 35,000 40,245 △ 5,245

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 20,000 12,552 7,448
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計� ⑥ 20,000 12,552 7,448
　　特別収支差額 15,000 27,693 △ 12,693

〔予備費〕 100,000 0 100,000
基本金組入前当年度収支差額 △ 622,396 △ 258,694 △ 363,702
基本金組入額合計 △ 465,000 △ 443,980 △ 21,020
当年度収支差額 △ 1,087,396 △ 702,674 △ 384,722
前年度繰越収支差額 △ 1,222,817 △ 1,222,817 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 2,310,213 △ 1,925,491 △ 384,722
（参考）
事業活動収入計 6,808,933 7,082,042 △ 273,109
事業活動支出計 7,431,329 7,340,736 90,593
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 6,773,933 7,041,797 △ 267,864

（別表3）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 2023（R5） 2022（R4） 増減
固定資産 46,645,991 47,516,402 △ 870,411
　有形固定資産 21,160,419 22,028,365 △ 867,945
　特定資産 25,449,889 25,441,284 8,604
　その他の固定資産 35,683 46,754 △ 11,071
流動資産 5,323,668 5,349,180 △ 25,512

合      計 51,969,659 52,865,582 △ 895,923

負債の部
科目 2023（R5） 2022（R4） 増減

固定負債 4,123,490 4,429,020 △ 305,531
流動負債 2,969,517 3,301,216 △ 331,699

合      計 7,093,007 7,730,236 △ 637,229

純資産の部
科目 2023（R5） 2022（R4） 増減

基本金 46,802,143 46,358,163 443,980
翌年度繰越収支差額 △ 1,925,491 △ 1,222,817 △ 702,674

合      計 44,876,652 45,135,346 △ 258,694
負債及び純資産の部合計 51,969,659 52,865,582 △ 895,923

※注：�千円単位等で表示する際に単位未満を四捨五入しているため、�
端数調整のための差異が生じる場合があります。

（別表4）資金収支予算書� 単位：千円
科目 2024（R6） 2023（R5） 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,364,788 5,589,044 △ 224,256
手 数 料 収 入 73,980 88,800 △ 14,820
寄 付 金 収 入 77,900 64,300 13,600
補 助 金 収 入 666,000 681,000 △ 15,000
付随事業・収益事業収入 76,375 87,105 △ 10,730
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 100,030 92,030 8,000
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 110,914 186,654 △ 75,740
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,867,195 1,821,284 45,911
そ の 他 の 収 入 1,194,052 741,751 452,301
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 1,939,930 △ 2,185,647 245,717
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,142,961 5,251,773 △ 108,812
収 入 の 部 合 計 12,734,264 12,418,094 316,170

科目 2024（R6） 2023（R5） 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,199,813 3,230,318 △ 30,505
教 育 研 究 費 支 出 1,971,463 1,993,659 △ 22,196
管 理 経 費 支 出 714,957 668,069 46,888
借 入 金 等 利 息 支 出 20,957 23,924 △ 2,967
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 565,928 407,460 158,468
設 備 関 係 支 出 227,863 228,510 △ 647
資 産 運 用 支 出 265,000 285,000 △ 20,000
そ の 他 の 支 出 401,225 465,938 △ 64,714
〔 予 備 費 〕 50,000 100,000 △ 50,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 46,147 △ 57,865 11,718
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,056,006 4,765,881 290,124
支 出 の 部 合 計 12,734,264 12,418,094 316,170

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） 2023（R5） 2022（R4） 増減
補 助 金 / 事 業 活 動 収 入 9.7% 10.1% △0.4%
人 件 費 / 経 常 収 入 45.3% 42.1% 3.2%
教育研究経費 / 経常収入 44.1% 44.2% △0.1%
管 理 経 費 / 経 常 収 入 10.8% 10.6% 0.2%
借入金等利息 / 経常収入 0.3% 0.4% △0.1%
人件費 / 学生生徒等納付金 56.2% 51.8% 4.4%



　

宮
代
町
の
情
報
は
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
Ｘ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
情
報
や
暮
ら
し
の

情
報
、
四
季
折
々
の
風
景

な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ

け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
！

　

宮
代
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
！

令和6年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第250号（4）

人
事
異
動

国
外
出
張

宮
代
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

宮代町
だより

250号

夏祭り開催！盆踊り、打上花火を実施

　

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
２
年
（
池

添
研
究
室
・
受
賞
当
時
）
の

鈴
木
智
明
さ
ん
が
９
月
17

日
、
応
用
物
理
学
会
の
講
演

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞

論
文
題
目
は
「
永
久
磁
石
に

よ
っ
て
磁
気
浮
上
し
た
水
溶

液
中
の
溶
質
の
単
結
晶
成

長
」。

　

本
研
究
で
は
、
固
体
物
質

が
溶
け
た
水
溶
液
を
磁
石
で

浮
上
さ
せ
、
水
分
だ
け
を
蒸

発
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

浮
上
状
態
を
保
持
し
た
ま
ま

固
体
を
再
結
晶
化
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
結

晶
成
長
技
術
に
お
い
て
特
に

重
要
で
あ
る
単
結
晶
の
育
成

に
関
し
て
、
条
件
を
制
御
す

る
こ
と
で
、
１
つ
の
水
滴
か

ら
１
つ
の
単
結
晶
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
実
証
し
、
こ
の
技

術
の
高
い
将
来
性
と
新
規
性

が
評
価
さ
れ
た
。
今
後
は
、

タ
ン
パ
ク
質
の
結
晶
育
成
な

ど
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

行
わ
れ
る
実
験
の
予
備
実
験

へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
。
患
者
に
ペ
ッ
ト
と
散
歩

す
る
よ
う
な
感
覚
を
体
験
さ

せ
る
こ
と
で
歩
く
こ
と
の
楽

し
さ
を
伝
え
、
継
続
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

　

体
力
回
復
期
や
病
気
回
復

【
昇
任
】（
10
月
１
日
付
）

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
建
築

学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
野
口
憲
治
助
教
（
建
築
学

科
）
→
准
教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
９
月
１
日
付
）

◆
入
試
課
長　

塩
入
修

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長　

鈴
木
史
朗

（
10
月
１
日
付
）

◆
基
幹
工
学
部
機
械
工
学
科

長　

神
雅
彦
教
授

◆
基
幹
工
学
部
応
用
化
学
科

長　

芳
賀
健
教
授

◆
先
進
工
学
部
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
長　

安
原
鋭
幸
教
授

◆
先
進
工
学
部
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
長　

粂
野
文
洋

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
エ
ジ
プ
ト

（
８
／
15
～
９
／
４
）
／
目

的
＝
コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
デ
ィ

バ
ー
ゥ
遺
跡
発
掘
調
査

◆
桑
原
拓
也
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド

（
８
／
24
～
９
／
４
）
／
目

的
＝
イ
ン
ド
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
引
率
な
ら
び
に
意

見
交
換
・
交
流

◆
チ
シ
ン
バ
・
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
講
師
（
英
語
学
習
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
９
／
３
～
９
／

18
）
／
目
的
＝
ハ
ワ
イ
短
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
部
生

向
け
）
の
引
率
お
よ
び
指
導

◆
長
嶋
仁
美
（
英
語
学
習
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
ア
メ
リ
カ
（
９
／
３
～

９
／
18
）
／
目
的
＝
ハ
ワ
イ

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学

部
生
向
け
）
の
引
率

◆
小
池
隆
司
准
教
授
（
応
用

化
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ

ツ
（
９
／
４
～
９
／
９
）
／

目
的
＝4th ID

K
 P
E
C
 

m
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E
T
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a
d
i
c
a
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a
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E
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ctro
n
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sfe
r 

R
eactions

）
で
講
演

◆
清
水
伸
二
客
員
教
授
（
工

業
技
術
博
物
館
）
／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ
（
９
／
８
～
９

／
16
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｓ

２
０
２
４
（
米
国
国
際
製
造

技
術
展
）
に
お
け
る
技
術
動

向
調
査
依
頼
へ
の
対
応

◆
安
原
鋭
幸
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
）
／
出
張
先

＝
ベ
ル
ギ
ー
（
９
／
10
～
９

／
15
）
／
目
的
＝
第
15
回
繊

維
複
合
材
料
の
国
際
会
議

（
Ｔ
ｅ
ｘ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
―
15
）

へ
の
参
加
（
発
表
と
情
報
収

集
）

◆
桑
原
拓
也
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン

ス
（
９
／
14
～
９
／
25
）
／

目
的
＝
Ｍ
Ｈ
Ｄ
に
関
す
る
国

際
会
議
で
の
研
究
成
果
発
表

お
よ
び
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
大

学
で
の
講
演
・
研
究
打
合
せ

◆
加
藤
史
仁
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
９
／
21
～
９
／
26
）
／
目

的
＝
超
音
波
関
連
技
術
の
国

際
会
議
に
お
け
る
研
究
成
果

発
表

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ
（
９
／
24
～
10

／
１
）
／
目
的
＝
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ 

Ａ
ｒ
ｔ 

Ｆ
ａ

ｉ
ｒ 

Ｌ
Ａ 

２
０
２
４
出
展

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ
（
10
／
15
～
10

／
22
）
／
目
的
＝
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ 

Ａ
ｒ
ｔ 

Ｆ
ａ

ｉ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ｏ
ｏ
ｋ
ｌ
ｙ
ｎ 

２
０
２
４
出
展

◆
吉
野
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
10

／
24
～
10
／
27
）
／
目
的
＝

現
地
開
発
企
業
と
の
打
ち
合

わ
せ
（
研
究
奨
励
テ
ー
マ
：

電
気
集
塵
機
の
油
煙
除
去
に

関
す
る
研
究
）

【
日
程
変
更
】
２
４
９
号
掲

載
よ
り
変
更

◆
内
田
祐
一
教
授
（
応
用
化

学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
９
／
１
～
９
／
８
）
／
目

的
＝
第
９
回
ア
ジ
ア
鉄
鋼
国

際
会
議
で
の
発
表
と
情
報
収

集

教
授

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
電
子

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
長　

宇
賀
神
守
教
授

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築

デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
長　

佐
々

木
誠
教
授

【
退
職
】（
８
月
31
日
）

◆
青
木
能
成
事
務
職
員
（
総

務
課
）

期
な
ど
歩
行
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
況
に
お

い
て
、
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
患

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
向
上
に
繋
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

賞
論
文
名
は
「
歩
行
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
パ
ー
ト

ナ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」。

　

介
護
の
現
場
で
は
「
歩
行

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
楽

し
く
な
い
」
と
い
っ
た
理
由

に
よ
る
患
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
研
究

で
は
、
患
者
の
前

方
で
道
案
内
を
し

な
が
ら
移
動
す
る

　

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
４
年

（
大
久
保
研
究
室
）
の
木
串

力
隆
さ
ん
が
７
月
６
日
、
日

本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会 

知
的
制
御
研
究
部
会
か
ら
優

秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。
受

　

建
築
学
科
の
那
須
秀
行
教

授
が
６
月
28
日
、
木
質
構
造

研
究
会
の
第
一
部
門
賞
（
杉

山
英
男
賞
）
を
受
賞
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
木
質
構
造
に

関
す
る
技
術
開
発
の
実
績
、

そ
れ
に
基
づ
く
教
育
界
で
の

後
進
の
育
成
、
木
質
構
造
用

ね
じ
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
へ
の
貢
献

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

授
賞
式
は
東
京
大
学
弥
生

講
堂
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

那
須
教
授
は
会
場
お
よ
び
Ｚ

念
講
演
を
行
っ
た
。旭
化
成
、

住
友
林
業
に
お
い
て
木
質
構

造
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
た

後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
Ｓ

Ｐ
技
術
研
究
所
の
駐
在
を
経

て
、
本
学
で
学
生
た
ち
に
木

質
構
造
の
可
能
性
や
研
究
の

魅
力
に
つ
い
て
教
育

を
行
っ
て
き
た
。「
こ

れ
ま
で
巡
り
合
っ
た

恩
師
、
教
え
子
た

ち
、
国
内
外
の
元
同

僚
た
ち
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

９
月
23
日
に
は
共

同
研
究
者
一
行
が
本

学
を
訪
れ
、
受
賞
の

「
感
謝
を
述
べ
る
会
」

が
催
さ
れ
た
。

ｏ
ｏ
ｍ
に
お
い
て
聴
衆
約
２

０
０
名
を
前
に
、
こ
れ
ま
で

の
経
歴
を
振
り
返
る
受
賞
記

　

７
月
４
日
、
国
際
学
術
研

究
産
業
協
会
第
１
回
Ｉ
Ｏ
Ｔ

‐
Ａ
Ｉ
国
際
会
議
に
お
い
て

本
学
教
員
と
学
生
が
最
優
秀

論
文
賞
を
受
賞

し
た
。

　

情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
加

藤
利
康
准
教
授

の
受
賞
論
文
は

「
フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
Ａ
Ｉ
学
習
教
材
の
開

発
」。
手
で
触
れ
て
体
験
し

な
が
ら
機
械
学
習
を
学
べ
る

教
材
を
製
作
。
Ａ
Ｉ
に
で
き

る
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
知

る
た
め
の
教
材

と
し
て
、
Ａ
Ｉ

へ
の
理
解
を
深

め
る
学
習
効
果

が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

電
子
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
専
攻
２
年
の
関

口
雄
太
さ
ん
の
受
賞
論
文
は

「
無
人
航
空
機
を
用
い
た
災

害
時
の
た
め
の
避
難
支
援
シ

ス
テ
ム
の
開
発
」。
避
難
所

へ
の
誘
導
シ
ス
テ
ム
の
安
全

性
を
評
価
す
る
た
め
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
開
発
し
て
効

果
を
検
証
し
た
。
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
麻
痺
が
懸
念
さ
れ
る

地
域
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用

い
る
こ
と
で
災
害
情
報
を
よ

り
早
く
提
供
し
、
避
難
を
手

助
け
で
き
る
。

　

機
械
工
学
科
の
二
ノ
宮
進

一
教
授
が
６
月
28
日
、
第
９

回
品
質
工
学
会
日
本
規
格
協

会
理
事
長
賞
（
２
０
２
４

年
）
を
受
賞
し
た
。
永
年
に

わ
た
る
品
質
工
学
の
実
践
と

普
及
活
動
を
通
し
て
我
が
国

の
経
済
社
会
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

　

二
ノ
宮
教
授
は
学
生
及
び

企
業
人
へ
の
教
育
を
通
じ
て

品
質
工
学
の
実
践
と
普
及
に

力
を
注
ぎ
、
学
会
や
公
的
機

関
で
の
執
筆
や
講
演
を
通
し

て
各
地
で
企
業
人
向
け
の
啓

蒙
活
動
を
展
開
。
専
門
の
機

械
加
工
領
域
の
研
究
に
関
す

る
発
表
や
講
演
を
行
い
、
品

質
工
学
論
文
賞
を
含
む
各
賞

を
多
数
受
賞
し
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
二

ノ
宮
教
授
は
「
地

道
で
実
直
な
活
動

を
続
け
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
と

て
も
嬉
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
学
生
や

社
会
人
の
教
育
・
研
究
を
通

し
て
、
社
会
に
役
立
つ
若
い

人
材
の
育
成
に
微
力
な
が
ら

尽
力
し
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

品
質
工
学
会
日
本
規
格
協
会

理
事
長
賞

木
質
構
造
研
究
会

第
一
部
門
賞（
杉
山
英
男
賞
）

知
的
シ
ス
テ
ム
研
究
会

優
秀
発
表
賞

応
用
物
理
学
会

講
演
奨
励
賞

日
本
赤
十
字
社
よ
り
感
謝
状

国
際
学
術
研
究
産
業
協
会

最
優
秀
論
文
賞

加藤准教授

関口さん

感謝を述べる会

　

７
月
30
日
、
埼
玉
会
館

（
さ
い
た
ま
市
）
で
開
催
さ

れ
た
「
第
55
回
彩
の
国
さ
い

た
ま
～
愛
の
血
液
助
け
合
い

の
集
い
」
に
お
い
て
、
日
本

赤
十
字
社
か
ら
本
学
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
同
社
は

献
血
に
継
続
的
に
協
力
し
て

い
る
団
体
等
に
対
し
感
謝
の

意
を
表
す
る
た
め
表
彰
を

行
っ
て
い
る
。
本
学
学
生
お

よ
び
教
職
員
に
よ
る
50
年
以

上
に
及
ぶ
献
血
協
力
活
動
に

対
し
謝
意
が
示
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
今
後
も
、
学
生

お
よ
び
教
職
員
の
助
け
合
い

の
心
を
育
む
機
会
と
し
て
献

血
を
推
進
し
て
い
く
。

学生フォーミュラ日本大会2024

全国の強豪校の中、総合６位と大健闘
　カレッジマイスタープログラムの
一環であるフォーミュラ工房のプロ
ジェクトチームが学生フォーミュラ
日本大会2024に参戦。目標の「全
種目完遂・完走」を達成し、参加75
チーム中で総合6位、コスト審査2位、

エンデュランス（耐久走行）5位な
ど優秀な成績を収めた。
　大会は静的審査が9月3日～6日に
オンラインで、動的審査が9月9日～
14日にAichi Sky Expo（愛知県国際
展示場）において実施された。

　学生自治会の体育会本部主催
「第52回夏祭り」が8月3日～4日
に開催された。
　今年の夏祭りはコロナ禍後初
の2日間開催となり、毎年恒例の
各種露店や盆踊り大会に加え、
打上花火が実施された。
　両日とも夏空が広がる中、熱
中症や食中毒対策に取り組みな
がらも、参加者は大いに盛り上
がった。


